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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集

　
家
を
新
築
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
に
朗
報
！
更
地
に
家
を

建
て
る
方
は
素
通
り
し
て
く
だ

さ
い
。
今
あ
る
家
を
壊
し
て
か

ら
新
築
す
る
方
は
再
考
し
て
く

だ
さ
い
。
な
ぜ
今
の
家
で
は
だ

め
で
す
か
。
寒
い
・
暗
い
・
間

取
り
が
よ
く
な
い
・
畳
は
嫌
だ
・

古
臭
い
・
設
備
が
古
い
…
な
ど

色
々
な
原
因
で
い
っ
そ
全
部
壊

し
て
新
し
く
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
こ
こ
で
問
題
。
家
を
新
築
し

て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
方
位
。
太

陽
は
東
か
ら
上
り
西
に
沈
み
ま

す
。
も
う
一
つ
は
家
に
接
す
る

道
路
。
建
て
替
え
て
も
玄
関
や

居
間
、
水
回
り
な
ど
は
同
じ
よ

う
な
場
所
に
配
置
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
う
す
る

と
材
料
だ
け
が
新
し
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
在
来
工
法
の
家

は
間
取
り
や
設
備
機
器
の
変
更

が
比
較
的
簡
単
に
で
き
ま
す
。

趣
の
あ
る
家
に
お
住
ま
い
の
方

ほ
ど
上
質
な
材
料
で
で
き
て
い

る
事
を
知
り
ま
せ
ん
。
柱
１
本

見
て
も
２
セ
千
円
前
後
か
ら
２

〜
３
万
円
以
上
の
も
の
ま
で
あ

り
ま
す
。
建
て
替
え
て
き
れ
い

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
る
家

が
、
合
板
・
ベ
ニ
ヤ
・
ビ
ニ
ー

ル
ク
ロ
ス
な
ど
粗
末
な
材
料
で

塗
り
固
め
ら
れ
て
い
た
ら
…
。

昔
な
が
ら
の
趣
あ
る
家
は
ど
の

様
な
改
装
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
人
に
相
談
し
て
み
て
下
さ

い
。
し
か
し
相
談
に
の
っ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
の
は
事
実
で
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
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―
３
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家
を
壊
す
前
に

110

被
爆
者
の
語
り
部
勤
め
五
十
年
世
界
へ
伝
え
安
堵
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

　
体
験
者
が
伝
え
ね
ば
、
と
精
一
杯
語
っ
て
き
た
貴
重
な
思
い
。

む
な
し
さ
も
寂
寥
感
も
水
の
や
う
踠
け
ば
沈
む
身
を
ま
か
せ
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
気
分
を
「
水
の
や
う
」
と
実
感
を
も
っ
て
捉
え
下
句
が
響
く
。

よ
い
人
に
な
ら
う
と
す
れ
ば
無
理
が
あ
る
等
身
大
の
己
肯
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

　
苦
し
ん
だ
体
験
が
歌
の
背
後
に
見
え
る
。
辿
り
着
い
た
心
境
。

そ
こ
こ
こ
に
春
の
恵
み
の
顔
を
出
す
和に

こ
げ毛

か
ぶ
れ
る
早
蕨
摘
ま
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

立
ち
話
に
釣
鐘
草
は
上
を
向
き
聞
か
ぬ
ふ
り
し
て
首
振
り
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

に
こ
や
か
に
鏡
の
中
で
わ
れ
見
つ
む
母
よ
あ
な
た
は
こ
ん
な
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

変
わ
ら
な
い
電
話
の
君
は
若
若
し
傘
寿
の
顔
を
あ
れ
こ
れ
想
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

コ
ロ
ナ
禍
を
潜
り
抜
け
た
る
五
月
来
る
マ
ス
ク
外
し
て
薔
薇
の
島

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

夜
の
海
に
大
輪
の
花
つ
ぎ
つ
ぎ
と
上
が
り
平
和
な
湘
南
の
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

通
り
雨
駅
前
に
咲
く
傘
の
花
小
町
通
り
の
客
も
駈
け
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
　
桜
井
　
真
弓

お
早
う
と
薔
薇
の
蕾
に
声
か
け
る
素
的
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

〈
天
〉
隧
道
を
抜
け
て
鎌
倉
七
変
化
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
い
か
に
も
鎌
倉
ら
し
い
場
面
を
省
略
し
一
句
に
仕
立
て
て
い

た
。
こ
こ
は
や
は
り
紫
陽
花
で
は
な
く
七
変
化
が
成
功
し
て
い
た
。

〈
地
〉青
葉
闇
犬
が
引
っ
ぱ
る
下
り
坂
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

　
闇
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
青
葉
の
濃
い
影
が
青
葉
闇
。
作
者

で
は
な
く
、
犬
も
涼
し
い
と
こ
ろ
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
人
〉五
月
晴
れ
セ
ピ
ア
の
写
真
束
ほ
ぐ
す
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

　
五
月
晴
は
ま
さ
に
梅
雨
晴
の
こ
と
。
そ
ん
な
一
日
を
使
っ
て
セ

ピ
ア
写
真
の
懐
か
し
い
対
面
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

ま
ず
富
士
に
挨
拶
夏
の
始
ま
り
ぬ
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

　
や
は
り
富
士
山
は
日
本
一
の
山
。
夏
に
入
っ
て
ま
ず
富
士
山
に

目
を
や
っ
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
固
有
名
詞
が
動
か
な
い
作
品
。

心
地
良
き
小
流
れ
の
音
蝌
蚪
の
紐
　
　
　
藤
沢
市
　
鈴
木
英
理
子

　
こ
の
季
題
は
春
で
あ
る
が
、
水
音
を
奏
で
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

蝌
蚪
の
紐
の
仔
細
ま
で
見
え
て
き
た
。

　
若
宮
に
海
ま
で
延
び
る
花
の
路
　
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

　
世
界
に
も
有
名
な
鎌
倉
中
心
部
。
桜
も
格
調
高
く
咲
い
て
い
た
。

菩
提
寺
の
墓
石
う
ず
め
竹
落
葉
　
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

新
緑
の
風
賜
り
て
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

深
酔
ひ
の
理
性
さ
ま
よ
う
夏
の
蝶
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

女
系
家
族
空
に
高
々
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

鯉
の
ぼ
り
時
々
富
士
を
隠
し
け
る
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

老
鶯
の
鳴
き
声
し
み
る
森
の
奥
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

独
り
酒
余
生
を
託
す
夕
顔
に
　
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

青
時
雨
ぽ
つ
ん
と
鼻
を
濡
ら
し
を
り
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

舟
ま
で
は
板
の
桟
橋
行
々
子
　
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

こ
だ
わ
り
の
メ
ロ
ン
ソ
ー
ダ
に
兄
妹
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

父
逝
き
て
忘
れ
形
見
や
パ
ナ
マ
帽
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

犇
め
い
て
葉
を
隠
し
ゆ
く
躑
躅
か
な
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

湘
南
の
風
を
味
は
ふ
し
ら
す
丼
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

一
本
の
山
あ
じ
さ
い
に
花
五
つ
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選
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７
月
２
日
14
時
、
横
浜
み

な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
。
歌
、

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
、
チ
ェ
ロ
、

ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
。
３
千
円
。
ス
タ
ジ

オ
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
☎
０
９
０

・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
鎌
倉
交
響
楽
団
第
１
２
１

回
定
期
演
奏
会

　
７
月
16
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
新
田
ゆ
り
さ
ん
の

指
揮
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ

長
調
作
品
61
」な
ど
。
千
円
。

同
館
☎
０
１
２
０
・
１
１
９

２
・
４
０

▼
子
ど
も
の
た
め
の
和
洋
楽

器
・
生
け
花
に
よ
る
体
験
つ

き
コ
ン
サ
ー
ト

　
７
月
25
日
12
時
半
、
藤
沢

の
Ｆ
プ
レ
イ
ス
。
和
洋
の
楽

器
で
奏
で
る
音
楽
に
合
わ
せ

て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
生
け
花

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
生

け
花
、
バ
イ
オ
リ
ン
・
筝

の
体
験
教
室
付
。
要
申
込
。

２
千
円
、
５
歳
〜
中
学
生

５
百
円
。
湘
南
エ
ー
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
☎
０
８
０ 

・
７
３

８
３ 

・
７
６
１
７

▼
鎌
倉
音
楽
ク
ラ
ブ

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

　
８
月
11
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２
０

２
２
年
度
鎌
倉
市
小
・
中
・

高
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最

高
位
入
賞
者
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
。５
百
円
。首
藤
方
☎
０

８
０
・
６
３
８
２
・
９
４
１
０

▼
シ
ネ
マ
紀
行
―
日
本
の
風
景

　
７
月
１
日
〜
10
月
１
日
川

喜
多
映
画
記
念
館
。
日
本
各

地
の
風
景
や
人
々
を
お
さ
め

た
映
画
を
時
代
を
越
え
て
辿

る
。
２
百
円
、
鎌
倉
市
民
無

料
。
▽
関
連
上
映
　
７
月

11
日
10
時
半
、12
・
14
・
16

日
14
時
、「
無
法
松
の
一
生
」

11
・
13
・
15
日
14
時
、16
日
10

時
半
「
有
り
が
た
う
さ
ん
」

26
・
28
・
30
日
14
時
、25
日
10

時
半
「
古
都
」25
・
27
・
29
日

14
時
、30
日
10
時
半
「
夫
婦

善
哉
」（
29
日
上
映
解
説
付
）。

各
千
円
、
小
中
学
生
５
百

円
。☎
23
・
２
５
０
０

▼
第
22
回
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
国
際
児
童
画
展

　
７
月
11
日
〜
８
月
27
日
本

郷
台
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
国

際
児
童
画
展
の
入
賞
作
５
２

０
点
の
展
示
。
９
日
13
時
半

か
ら
表
彰
式
も
。
無
料
。
☎

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
鎌
倉
教
場
　
流
鏑
馬
神
事

　
７
月
16
日
９
時
、
大
日
本

弓
馬
会
・
流
鏑
馬
鎌
倉
教
場
。

９
時
文
化
展
示
、
10
時
流
鏑

馬
神
事
、
12
時
射
手
と
の
交

流
会
、
子
ど
も
引
馬
体
験
。

千
円
。大
日
本
弓
馬
会
主
催
。

▼
映
画
会

▽
ふ
く
ぶ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ネ
マ
「
そ
れ
い
け
！
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
さ
く
ら
組
」
７
月
23

日
10
時
半
・13
時
半
、葉
山
町

福
祉
文
化
会
館
。
愛
と
正
義

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
コ
ン

人
情
コ
メ
デ
ィ
。千
円
。
☎
０

４
６
・
８
７
６
・
１
８
７
１

▽
「
か
ぐ
や
び
よ
り
」
８
月

８
日
18
時
、
逗
子
文
化
プ
ラ

ザ
。
日
中
一
時
支
援
事
業
所

の
日
常
を
描
い
た
作
品
と
監

督
の
講
演
会
。
無
料
。
11
日

以
降
申
込
。
逗
子
市
社
会
教

育
課
☎
０
４
６
・
８
７
３
・

１
１
１
１

伊
い と う

東 孝
こ う た ろ う

太郎さん

由比ガ浜茶亭組合の

組合長になった

●
心
も
繋
ぐ
　
橋
の
快
さ

　
７
月
。
七
夕
。
万
葉
人
は

詠
ん
だ
。
織
女
を
橋
で
天
の

川
を
渡
ら
せ
た
い
と
。

　
橋
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

京
都
・
宮
津
湾
の
天
の
橋
立

は
神
話
の
一
つ
。
天
へ
通
う

梯は
し
ごが

突
然
倒
れ
、
岬
へ
変

貌
、
日
本
三
景
へ
。

　
奈
良
期
、
道
路
や
橋
の
土

木
工
事
は
僧
侶
た
ち
。
布
教

を
兼
ね
て
工
事
を
指
導
。
空

也
、
重
源
、
行
基
が
活
躍
。

　
暴
れ
川
の
多
い
四
国
に
は

増
水
す
る
と
水
に
沈
む
欄
干

の
な
い
沈
下
橋
は
庶
民
の
知

恵
。
橋
の
完
成
時
、
神
職
は

水
神
へ
安
全
を
祈
り
薬
玉
を

割
り
、薬
効
で
凶
を
消
し
た
。

　
橋
は
聖
俗
の
境
で
あ
り
、

春
秋
に
彼
岸
の
祖
霊
を
此
岸

へ
招
き
御
霊
祭
り
を
す
る
。

　
ま
た
橋
（
端
）
は
始
ま
り
。

神
を
祀
る
神
域
の
入
口
に
は

多
く
の
場
合
、
橋
が
あ
る
。

典
型
は
伊
勢
の
宇
治
橋
。

　
一
方
、
橋
の
入
口
の
意
が

あ
る
な
ら
橋
は
人
が
往
来
し

視
野
を
広
げ
る
場
で
あ
り
、

舟
も
寄
港
地
と
し
て
文
化
・

佐
伯
　
仁

79

物
資
を
盛
ん
に
運
ぶ
。

　
江
戸
期
、
東
海
道
の
起
点

日
本
橋
と
大
阪
の
心
斎
橋
は

賑
わ
い
の
双
璧
。

　
逆
に
橋
は
出
口
も
暗
示
。

近
松
門
左
衛
門
の
「
心
中
天

の
網
島
」
の
心
中
の
道
行
、

名
残
の
橋
尽
く
し
が
有
名
。

　
時
は
移
っ
て
も
今
も
橋
は

憧
れ
を
抱
か
せ
、心
が
弾
む
。

　
最
近
は
明
石
海
峡
大
橋
、

鳴
門
大
橋
な
ど
、
巨
大
橋
が

今
日
も
魅
惑
の
顔
を
す
る
。

　
鵲

か
さ
ざ
きの
橋
　
濡
れ
ぬ
間
に

　
渡
り
來
よ
　
平
橋
昌
子

橋
を
渡
る

▼
渡
辺
元
智
講
演
会

　
７
月
８
日
13
時
、
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
。
元
横

浜
高
校
野
球
部
監
督
が
「
教

育
と
信
仰
」
を
テ
ー
マ
に
子

供
の
育
て
方
な
ど
講
演
。
無

料
。同
教
会
☎
22
・
２
０
６
４

▼
第
５
期
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
み
ら
い
塾

　
７
月
15
日
〜
８
月
19
日
14

時
（
全
６
回
）、カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ペ
ー
ス
鎌
倉
。
中
学
生
以

上
対
象
。
社
会
問
題
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
戦
争
を
学
ぶ
。
千

円
。８
日
ま
で
に
QR
か
ら
申

込
。
鎌
倉
ユ

ネ
ス
コ
協
会

主
催
。

▼
身
近
な
環
境
問
題
を
考
え
る

　
７
月
23
・
30
日
13
時
半（
全

２
回
）腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー
。

23
日
森
林
資
源
の
課
題
と
可

能
性
、
30
日
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
の
変
革
と
動
向
。
無

料
。
申
込
は
往
復
ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
☎

を
明
記
し
腰
越
８
６
４
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
13
日
必
着
。
☎

33
・
０
７
１
２

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
ハ
ス
の
早
朝
開
園
７
月

１
・
２
・
８
・
９
・
11
〜
17
・

22
・
23
・
29
・
30
日
７
時
開
園
。

▽
コ
ン
サ
ー
ト
７
月
２
日

オ
ー
ボ
エ
、
16
日
市
民
コ
ン

サ
ー
ト
。各
11
・
14
時
。無
料
。

▽
園
長
ハ
ス
さ
ん
ぽ
９
日
10

時
。
無
料
。
▽
ミ
ツ
バ
チ
内

検
・
採
蜜
見
学
会
29
・
30
日

10
・
13
時
半
。
３
百
円
。
15

日
ま
で
申
込
。▽「
ピ
ン
ホ
ー

ル
カ
メ
ラ
」
で
写
真
現
像
体

験
８
月
５
日
９
時
半
。千
円
。

18
日
ま
で
に
申
込
。
▽
食
虫

植
物
教
室
　
８
月
８
〜
13
日

10
時
・
13
時
半
。
５
百
円
。

21
日
ま
で
に
申
込
。
入
園
料

４
百
円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
７
月
１
日
朝
夷
奈
切
通
、

８
日
御
谷
山
林
、
15
日
建
長

寺
回
春
院
、
22
日
十
二
所
果

樹
園
。
各
９
時
半
現
地
集

合
。
▽
藍
染
体
験
教
室
　
26

日
14
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
。
千
円
。
20
日
ま
で

に
申
込
。
▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

「
称
名
寺
と
金
沢
文
庫
」
29

日
９
時
半
、
称
名
寺
門
前
集

合
。
５
百
円
。
25
日
ま
で
に

申
込
。
▽
お
話
サ
ロ
ン
「
北

東
北
　
花
の
５
峰
を
訪
ね

て
」　
29
日
14
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。無
料
。

25
日
ま
で
に
申
込
。
☎
23
・

６
６
２
１

▼
朝
市
　

▽
鎌
倉
漁
協
７
月
２
日
10

時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐

車
場
。
☎
22
・
３
４
０
３

▽
腰
越
漁
協
７
月
６
・
20
日

10
時
、腰
越
漁
協
事
務
所
前
。

☎
32
・
４
７
４
３

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
古
都

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

▽
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
名
残
求

め
て
―
扇
ヶ
谷
か
ら
雪
ノ
下

に
ゆ
か
り
の
地
探
訪
　
７
月

10
・
12
・
14
・
25
日
９
時
半
、

鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
広
場
集

合
。
寿
福
寺
、
旧
巨
福
呂
坂

な
ど
。
約
３
・
５
㎞
。

▽
浄
楽
寺
運
慶
仏
に
和
田
義

盛
を
想
う
―
五
体
の
真
作
運

慶
仏
、
現
代
仏
師
の
工
房
　

７
月
26
・
31
日
９
時
半
、
JR

逗
子
駅
東
口
集
合
。約
２
㎞
。

▽
元
箱
根
石
仏
・
石
塔
群
と

箱
根
神
社
で
曽
我
兄
弟
を
偲

ぶ
　
８
月
７
・
22
日
９
時
、

箱
根
登
山
鉄
道
箱
根
湯
本
駅

改
札
出
口
集
合
。
約
２
㎞
。

　
各
７
百
円
。
交
通
費
、
拝

観
料
等
別
。HP
か
ら
要
申
込
。

☎
24
・
６
５
４
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
７
月
21
日
17
時
半
〜
18
時

半
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。
国
際
交
流
な
ど
。

▽
26
日
16
半
〜
18
時
半
ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
。
各
子
ど
も
無

料
、
大
人
・
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

５
百
円
。
要
メ
ー
ル
予
約

flatcafekam
akura@

gmail.com

渡
邉
方
☎
０
９

０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑

し
ぜ
んを

と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
７
月
15
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
16
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
親
子
で
楽
し
む
書
道
体
験

　
７
月
22
日
９
時
15
分
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
小

１
〜
３
と
保
護
者
対
象
。
無

料
。３
日
か
ら
受
付
。日
本
総

合
書
芸
院
☎
23
・
２
１
０
０

▼
映
画
上
映
会
＋
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

　
７
月
23
日
10
時
、Garden

&Place

く
る
く
る
（
由
比

ガ
浜
２
―
７
―
12
）。
映
画

「
ザ
・
ト
ゥ
ル
ー
・
コ
ス
ト

〜
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
真
の
代
償
」
と
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
無
料
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

主
催
。

▼
か
ま
く
ら
シ
ニ
ア
健
康
大
学

　
７
月
25
日
10
時
、
深
沢
学

習
セ
ン
タ
ー
。「
不
測
の
事

態
に
備
え
る
救
命
救
急
医
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。鎌
倉
市

在
住
者
対
象
。
要
申
込
。
市

民
健
康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
７
月

28
日
８
時
半
〜
14
時
半
。
雑

貨
･
衣
類
･
手
造
り
品
な
ど

約
20
店
。
▽
骨
董
市
29
日
７

時
半
〜
14
時
半
。※
フ
リ
マ
・

骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。

片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４

２ 

・
３
７
７
８

▼
鎌
倉
宮
で
御
神
楽
体
験

　
７
月
30
日
・
８
月
８
日
10

時
（
全
２
回
）
鎌
倉
宮
。
小

３
〜
中
３
の
身
長
１
３
５
㎝

以
上
対
象
。
無
料
。
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
HP
か
ら
申

込
。
☎
25
・
２
０
３
０

　
夏
目
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
に

は
、
由
比
ガ
浜
の
海
水
浴
客
が

使
う
「
掛か

け
ぢ
ゃ
や

茶
屋
」
の
光
景
が
描

か
れ
て
い
る
。
海
水
浴
場
と
し

て
１
４
０
年
の
歴
史
を
引
き
継

ぐ「
由
比
ガ
浜
茶
亭
組
合
」の
組

合
長
に
今
年
４
月
就
任
し
た
。

　
16
年
間
務
め
た
前
組
合
長
の

後
任
と
し
て
、
副
組
合
長
か
ら

昇
格
し
た
。
16
軒
の
海
の
家
を

率
い
、
隣
の
滑
川
海
浜
組
合
の

５
軒
と
も
協
力
し
て
、
由
比
ガ

浜
の
夏
を
盛
り
上
げ
る
。

　
歴
史
を
背
負
う
だ
け
で
な

く
、
新
た
な
挑
戦
も
。
今
年
か

ら
海
岸
の
一
部
に
サ
ー
フ
ィ
ン

が
で
き
る
区
域
を
設
け
る
。
使

え
る
の
は
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ド
だ
け
だ
が
、
体

験
を
し
て
み
た
い
と
い
う
海
水

浴
客
の
声
に
応
え
る
。

　「
か
つ
て
水
と
油
の
よ
う
に

言
わ
れ
て
き
た
サ
ー
フ
ィ
ン
関

係
者
と
も
、
お
互
い
の
た
め
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
き
た
い
」

　
由
比
ガ
浜
海
水
浴
場
は
、

２
０
１
６
年
に
国
際
認
証
「
ブ

ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
」
を
、
ア
ジ
ア

で
初
め
て
取
得
し
た
。
こ
れ
に

は
毎
年
審
査
が
あ
る
。
い
ま
の

焦
点
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
だ
。

　
昨
年
か
ら
、
海
の
家
で
使
う

ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
を
、

自
然
に
分
解
さ
れ
る
素
材
の
も

の
に
し
た
。
車
い
す
で
海
に
入

れ
る
設
備
を
整
え
、
砂
浜
に
は

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
敷
い
て
、

車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
通

れ
る
よ
う
に
し
た
。
今
年
暮
れ

か
ら
は
、
常
設
の
下
水
道
工
事

が
始
ま
る
。
来
夏
に
は
、
海
の

家
の
ト
イ
レ
で
も
温
水
便
座
が

使
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
由
比
ガ
浜
の
海
の
家
は
、
立

派
な
施
設
が
多
い
。
ほ
か
の
地

域
の
数
倍
の
費
用
を
か
け
て
建

造
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
が

で
き
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

　「
30
年
前
に
反
社
会
勢
力
を

追
い
出
し
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
大
企
業
が
ス
ポ
ン

サ
ー
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
」

　
た
だ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

影
響
で
資
材
が
高
騰
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
で
休
業
し
た
２
年

間
の
負
債
も
大
き
い
と
い
う
。

　
東
京
都
大
田
区
の
生
ま
れ
。

17
歳
の
と
き
に
祖
父
母
が
い
る

北
鎌
倉
に
、
家
族
で
引
っ
越
し

た
。
そ
の
こ
ろ
東
京
の
芸
能
学

校
に
入
り
、
最
初
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ド
ラ
マ

「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
落
書
」
の
生

徒
役
を
得
た
。
そ
の
後
も
、
い

く
つ
も
の
学
園
ド
ラ
マ
に
出
演

し
た
。
同
時
に
海
の
家
で
ア
ル

バ
イ
ト
す
る
な
ど
、
海
と
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
た
。

　
95
年
に
父
親
と
一
緒
に
江
ノ

島
の
近
く
で
コ
ン
ビ
ニ
を
２
軒

開
く
。
８
年
間
続
け
た
が
、
海

へ
の
思
い
が
強
く
、
海
の
家
の

雇
わ
れ
店
長
に
。
40
歳
で
い
ま

の
海
の
家
を
始
め
た
。
営
業
は

２
カ
月
だ
が
、
企
画
を
練
っ
た

り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
た
り

で
１
年
が
過
ぎ
る
。
趣
味
は
ダ

イ
ビ
ン
グ
で
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
の
海
を
潜
っ
て
い
る
。

　
最
近
の
異
常
気
象
が
気
が
か

り
。「
17
年
ご
ろ
か
ら
天
候
の

変
化
が
激
し
く
な
り
始
め
た
」

と
肌
で
感
じ
る
。と
は
い
え「
み

ん
な
や
っ
と
コ
ロ
ナ
か
ら
解
放

さ
れ
た
。
多
く
の
方
の
来
場
を

願
っ
て
い
ま
す
」。
51
歳
。

　
　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

　
７
月
19
〜
23
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。

第
50
回
　
鎌
倉
写
真
連
盟
展

２
０
２
３
年
鎌
倉
市
長
賞
作
品

「
頑
張
ろ
う
ね
」
根
岸
春
雄
さ
ん

　
鎌
倉
写
真
連
盟
（
所
属
団

体
10
、
会
員
約
１
４
０
人
）

の
作
品
約
１
５
０
点
。
鎌
倉

市
長
賞
、
50
回
記
念
特
別

賞
、
鎌
倉
朝
日
賞
な
ど
50
点

を
選
出
。

　
問
合
せ
　
湯
浅
方
☎
０
９

０
・
２
５
３
４ 

・ 

１
４
５
９

佐
伯
　
仁

現
代
美
術 

買
取
・
販
売

草
間 

彌
生

村
上 

隆　
か
ほ

書きそんじハガキで
アジア寺子屋支援

鎌倉ユネスコ協会バザー
７月９日10時～ 14 時
場所：鎌倉ユネスコ協会深沢
倉庫（深沢中学へ上る手前の信
号右折の長屋）。毎月第２日曜、
雨天開催。※献品受付：衣類・
着物・雑貨・支援用食糧品。
問合せ：☎44‐9830

未使用切手・プリペイドカードなども
受付中。送付先：〒247- 0075 鎌倉市
関谷387-13 鎌倉ユネスコ協会書き
そんじハガキ担当小倉宛。
問合せ：☎080‐6602‐9498 ★市の施
設等に書きそんじ回収BOXを設置

皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。（順不同）
☎

☎

（49)

安
全
な
水
を
求
め
て
井
戸
掘
り

代
表
理
事　

名
知
仁
子

　
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
の
お
話

は
「
井
戸
掘
り
」
で
す
。
70
年

間
安
全
な
水
が
な
い
シ
ュ
エ

ポ
・
コ
ン
村
（
43
世
帯
）
は
当

会
の
活
動
地
ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
で

な
く
ラ
プ
タ
に
あ
り
ま
す
。
住

民
は
、
村
の
横
に
流
れ
る
汚
い

水
を
汲
ん
で
は
煮
沸
し
て
飲
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
な
い
か

ら
で
す
。
こ
ん
な
水
ど
う
や
っ

た
ら
飲
め
る
の
と
思
う
ほ
ど
の

汚
さ
。
健
康
に
害
を
与
え
る
の

は
確
実
で
す
。
我
々
は
支
援
を

決
意
。
殆
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
で
す
。

　
初
め
て
村
を
訪
れ
た
の
は
２

月
10
日
。
そ
れ
か
ら
、
村
民
の

水
の
管
理
者
な
ど
を
決
め
、
毎

週
の
よ
う
に
話
し
合
い
を
重
ね

ま
し
た
。
重
要
な
こ
と
は
「
い

か
に
自
分
た
ち
で
管
理
で
き
る

か
」「
持
続
可
能
な
運
営
体
制

が
構
築
で
き
る
か
」
で
す
。
最

新
の
汲
み
あ
げ
装
置
を
設
置
し

て
も
、
住
民
が
協
力
せ
ず
、
修

理
も
で
き
な
い
と
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
今
ま
で
他
の
村

で
無
駄
に
な
っ
た
井
戸
を
何
カ

所
も
見
て
き
ま
し
た
。
修
理
や

定
期
点
検
な
ど
の
方
法
を
共
有

し
な
か
っ
た
た
め
に
、
使
え
な

く
な
っ
た
井
戸
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
も
っ
た
い
な
い
か
ら
当
会

が
設
置
す
る
と
き
は
永
久
に
使

え
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
よ
う

と
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
水
質
調
査
を
す
る
と

地
下
水
か
ら
規
定
以
上
の
鉄
分

と
ク
ロ
ラ
イ
ド
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
鉄
は
、
身
体
で
肝
臓
に

た
ま
り
、
肝
鉄
症
を
お
こ
す
た

め
、
飲
み
水
に
す
る
に
は
フ
ィ

ル
タ
ー
が
必
要
で
す
。
43
世
帯

を
カ
バ
ー
で
き
る
フ
ィ
ル
タ
ー

は
ヤ
ン
ゴ
ン
に
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
近
く
の
町
で
セ
メ
ン
ト
や

レ
ン
ガ
な
ど
を
購
入
す
る
に
も

ど
こ
の
店
で
適
切
な
セ
メ
ン
ト

を
購
入
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
で
購
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
４
月
25
日
か
ら
作
業
を
開
始

し
、
完
成
予
定
は
６
月
22
日
で

す
。
作
業
の
進
捗
を
確
認
し
て

は
計
画
を
練
り
直
す
、
根
気
の

い
る
仕
事
で
す
。
一
方
で
、
村

民
と
の
信
頼
関
係
も
徐
々
に
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。
作
業
は
重

労
働
で
す
が
、
楽
し
く
さ
え
な

り
ま
す
。
コ
コ
ナ
ッ
ツ
や
マ
ン

ゴ
ー
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
も

採
れ
る
豊
か
な
村
で
す
。
完
了

後
は
ぜ
ひ
村
民
全
員
と
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
で
す
。

　
井
戸
の
設
置
に
か
か
る
費
用

は24,000,000

チ
ャ
ッ
ト（
約

１
２
０
万
円
）
で
、
皆
様
か
ら

の
ご
寄
付
を
充
て
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
命
を
育
み
、
夢

を
繋
げ
る
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
事
務
局
　
東
京
荒
川
区
東
尾

久
８
―
41
―
23｠

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

　E-mail:｠myanmarfcg
.info@gmail.com

　HP:http://mfcg.or.jp/

　FB:https://w
w
w
.

facebook.com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

協働作業で井戸のタンクの建物
を建てる＝シュエポ・コン村で


